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ワークロードの管理

Active IQ Unified Manager でAPIを使用してストレージワーク
ロードを表示する

ここに記載されている API を使用すると、データセンター内のすべての ONTAP クラス
ターのストレージワークロードの統合リストを表示できます。また、API は、Active IQ

Unified Manager 環境でプロビジョニングされたストレージワークロードの数、およびそ
の容量とパフォーマンス（IOPS）の統計情報の概要ビューも提供します。

ストレージ ワークロードの表示

以下の方法を使用すると、データセンター内のすべてのクラスターにおけるすべてのストレージワークロード
を表示できます。特定の列に基づいて応答をフィルタリングする方法については、Unified Managerインスタ
ンスで利用できるAPIリファレンスドキュメントを参照してください。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-

provider/workloads

ストレージ ワークロードの概要の表示

以下の方法を使用すると、各パフォーマンスサービスレベルによって管理されるストレージワークロードの使
用容量、利用可能容量、使用IOPS、利用可能IOPS、およびストレージワークロードの数を評価できます。表
示されるストレージワークロードは、任意のLUN、NFSファイル共有、またはCIFS共有に適用できます。API

は、ストレージワークロードの概要、Unified Managerによってプロビジョニングされたストレージワークロ
ードの概要、データセンターの概要、割り当てられたパフォーマンスサービスレベルの観点から、データセン
ター内の合計、使用済み、および利用可能なスペースとIOPSの概要を提供します。このAPIへの応答として受
信した情報は、Unified ManagerのUIにあるダッシュボードにデータを入力するために使用されます。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-

provider/workloads-summary

Active IQ Unified Manager で API を使用してアクセスエンド
ポイントを管理する

Storage Virtual Machine（SVM）、LUN、およびファイル共有のプロビジョニングに必
要な、アクセス エンドポイントまたは論理インターフェイス（LIF）を作成する必要が
あります。Active IQ Unified Manager環境で、SVM、LUN、またはファイル共有のアク
セスエンドポイントを表示、作成、変更、および削除できます。
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アクセス エンドポイントの表示

以下の方法を使用すると、Unified Manager環境内のアクセスエンドポイントの一覧を表示できます。特定
のSVM、LUN、またはファイル共有のアクセスエンドポイントのリストを照会するには、そのSVM、LUN、
またはファイル共有の一意の識別子を入力する必要があります。固有のアクセスエンドポイントキーを入力す
ることで、特定のアクセスエンドポイントの詳細を取得することもできます。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/access-

endpoints

/storage-provider/access-

endpoints/{key}

アクセス エンドポイントの追加

カスタムアクセスエンドポイントを作成し、必要なプロパティを割り当てることができます。作成するアクセ
スエンドポイントの詳細を入力パラメータとして入力する必要があります。この API、System Manager、ま
たは ONTAP CLI を使用して、各ノードにアクセスエンドポイントを作成できます。アクセスエンドポイント
の作成には、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方がサポートされています。

LUNとファイル共有をプロビジョニングするためには、SVMにノードあたりの最小アクセス エ
ンドポイント数を設定する必要があります。SVMには、ノードごとに少なくとも2つのアクセ
ス エンドポイントを設定する必要があります。1つはCIFSプロトコルおよび/またはNFSプロト
コルをサポートし、もう1つはiSCSIプロトコルまたはFCPプロトコルをサポートします。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/access-

endpoints

アクセス エンドポイントの削除

特定のアクセス エンドポイントを削除するには、次のメソッドを使用します。特定のアクセス エンドポイン
トを削除するには、入力パラメータとしてアクセス エンドポイント キーを指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-provider/access-

endpoints/{key}

アクセス エンドポイントの変更

アクセス エンドポイントを変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。特定のア
クセス エンドポイントを変更するには、アクセス エンドポイント キーを指定する必要があります。また、更
新するプロパティとその値を入力する必要があります。
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カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-provider/access-

endpoints/{key}

Active IQ Unified Manager で API を使用して Active
Directory マッピングを管理する

ここに記載されたAPIを使用して、SVM上のCIFS共有のプロビジョニングに必要なSVM

のActive Directoryマッピングを管理できます。ONTAPでSVMをマッピングするに
は、Active Directoryマッピングを設定する必要があります。

Active Directoryマッピングの表示

SVMのActive Directoryマッピングの設定の詳細を表示するには、次のメソッドを使用します。SVMのActive

Directoryマッピングを表示するには、SVMキーを入力する必要があります。特定のマッピングの詳細を照会
するには、マッピング キーを入力する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/active-

directories-mappings

/storage-provider/active-

directories-mappings/{key}

Active Directoryマッピングの追加

SVMにActive Directoryマッピングを作成するには、次のメソッドを使用します。マッピングの詳細を入力パ
ラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/active-

directories-mappings

Active IQ Unified Manager でAPIを使用してファイル共有を管
理する

`/storage-provider/file-shares` APIを使用して、データセンター環境内のCIFS

およびNFSファイル共有ボリュームを表示、追加、変更、削除できます。

ファイル共有ボリュームをプロビジョニングする前に、SVMが作成済みで、サポートされるプロトコルでプ
ロビジョニングされていることを確認してください。プロビジョニング時にパフォーマンス サービス レベル
（PSL）またはストレージ効率化ポリシー（SEP）を割り当てる場合は、ファイル共有を作成する前にPSLま
たはSEPを作成する必要があります。
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ファイル共有の表示

Unified Manager環境で使用可能なファイル共有ボリュームを表示するには、次のメソッドを使用しま
す。ONTAP クラスターをデータソースとして Active IQ Unified Manager に追加すると、それらのクラスター
のストレージワークロードが自動的に Unified Manager インスタンスに追加されます。このAPIは、Unified

Managerインスタンスに自動および手動で追加されたファイル共有を取得します。特定のファイル共有の詳細
を表示するには、ファイル共有キーを指定してこのAPIを実行します。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/file-

shares

/storage-provider/file-

shares/{key}

ファイル共有の追加

以下の方法を使用して、SVMにCIFSおよびNFSファイル共有を追加できます。作成するファイル共有の詳細
を入力パラメータとして入力する必要があります。このAPIを使用してFlexGroupボリュームを追加すること
はできません。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/file-

shares

アクセス制御リスト（ACL）パラメータまたはエクスポート ポリシー パラメータのどちらを指
定するかに応じて、CIFS共有またはNFSファイル共有が作成されます。ACLパラメータの値を
指定しない場合、CIFS共有は作成されず、デフォルトでNFS共有が作成され、すべてのアクセ
スが提供されます。

データ保護ボリュームの作成：ファイル共有を SVM に追加すると、マウントされるボリュームのタイプはデ

フォルトで rw（読み取り/書き込み）になります。データ保護（DP）ボリュームを作成するには、 `type`パラ
メーターの値として `dp`を指定します。

ファイル共有の削除

特定のファイル共有を削除するには、次のメソッドを使用します。特定のファイル共有を削除するには、入力
パラメータとしてファイル共有キーを指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-provider/file-

shares/{key}

ファイル共有の変更

ファイル共有を変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。

特定のファイル共有を変更するには、ファイル共有キーを指定する必要があります。また、更新するプロパテ
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ィとその値を入力する必要があります。

このAPIの1回の呼び出しで更新できるプロパティは1つだけです。複数更新する場合は、こ
のAPIを繰り返し実行する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-provider/file-

shares/{key}

Active IQ Unified Manager でAPIを使用してLUNを管理する

`/storage-provider/luns` APIを使用して、データセンター環境内の

LUNを表示、追加、変更、および削除できます。

LUNをプロビジョニングする前に、SVMが作成され、サポートされるプロトコルでプロビジョニングされて
いることを確認してください。プロビジョニング時にパフォーマンス サービス レベル（PSL）またはストレ
ージ効率化ポリシー（SEP）を割り当てる場合は、LUNを作成する前にPSLまたはSEPを作成する必要があり
ます。

LUNの表示

Unified Manager環境のLUNを表示するには、次のメソッドを使用します。ONTAP クラスターをデータソース
として Active IQ Unified Manager に追加すると、それらのクラスターのストレージワークロードが自動的に
Unified Manager インスタンスに追加されます。このAPIは、Unified Managerインスタンスに自動および手動
で追加されたすべてのLUNを取得します。特定のLUNの詳細を表示するには、LUNキーを指定してこのAPIを
実行します。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/luns

/storage-

provider/luns/{key}

LUNの追加

SVMにLUNを追加するには、次のメソッドを使用します。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/luns

cURL要求で、入力にオプションのパラメータvolume_name_tagの値を指定すると、LUNの作
成でボリュームの名前を指定する際にその値が使用されます。このタグにより、ボリュームを
簡単に検索できるようになります。リクエストにボリュームキーを指定した場合、タグ付けは
スキップされます。
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LUNの削除

特定のLUNを削除するには、次のメソッドを使用します。特定のLUNを削除するには、LUNキーを指定する必
要があります。

ONTAP でボリュームを作成し、そのボリュームで Unified Manager を介して LUN をプロビジ
ョニングした場合、この API を使用してすべての LUN を削除すると、ボリュームも ONTAP

クラスタから削除されます。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-

provider/luns/{key}

LUNの変更

以下の方法を使用して、LUNを変更し、そのプロパティを更新できます。特定のLUNを変更するには、LUNキ
ーを指定する必要があります。更新したいLUNプロパティとその値も入力する必要があります。このAPIを使

用してLUNアレイを更新する場合は、「Recommendations for using the APIs」に記載されている推
奨事項を確認してください。

このAPIの1回の呼び出しで更新できるプロパティは1つだけです。複数更新する場合は、こ
のAPIを繰り返し実行する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-

provider/luns/{key}

Active IQ Unified Manager で API を使用してパフォーマンス
サービスレベルを管理する

Active IQ Unified Manager のストレージプロバイダー API を使用して、パフォーマンス
サービスレベルを表示、作成、変更、および削除できます。

パフォーマンス サービス レベルの表示

ストレージ ワークロードに割り当てる際にパフォーマンス サービス レベルを表示するには、次のメソッドを
使用します。このAPIは、システム定義およびユーザ作成のパフォーマンス サービス レベルをすべて表示
し、すべてのパフォーマンス サービス レベルの属性を取得します。特定のパフォーマンス サービス レベル
を照会する場合は、パフォーマンス サービス レベルの一意のIDを入力して詳細を取得する必要があります。
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カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-

provider/performance-

service-levels

/storage-

provider/performance-

service-levels/{key}

パフォーマンス サービス レベルの追加

システム定義のパフォーマンス サービス レベルが、ストレージ ワークロードに必要なサービス レベル目標
（SLO）を満たしていない場合は、次のメソッドでカスタム パフォーマンス サービス レベルを作成し、スト
レージ ワークロードに割り当てることができます。作成するパフォーマンス サービス レベルの詳細を入力し
ます。IOPSプロパティには、有効な値の範囲を入力してください。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-

provider/performance-

service-levels

パフォーマンス サービス レベルの削除

特定のパフォーマンス サービス レベルを削除するには、次のメソッドを使用します。ワークロードに割り当
てられている場合、または他に使用可能なパフォーマンス サービス レベルがない場合、そのパフォーマンス
サービス レベルは削除できません。特定のパフォーマンス サービス レベルを削除するには、パフォーマンス
サービス レベルの一意のIDを入力パラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-

provider/performance-

service-levels/{key}

パフォーマンス サービス レベルの変更

パフォーマンス サービス レベルを変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。シ
ステム定義のパフォーマンス サービス レベル、またはワークロードに割り当てられているパフォーマンス サ
ービス レベルは変更できません。特定のパフォーマンス サービス レベルを変更するには、その一意のIDを指
定する必要があります。また、更新するIOPSプロパティと有効な値も入力する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-

provider/performance-

service-levels/{key}
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パフォーマンスサービスレベルに基づいたアグリゲートの機能を表示する

パフォーマンス サービス レベルに基づいてアグリゲート機能を照会するには、次のメソッドを使用します。
この API は、データセンターで使用可能なアグリゲートのリストを返し、それらのアグリゲートでサポート
可能なパフォーマンスサービスレベルに関する機能を示します。ボリューム上でワークロードをプロビジョニ
ングする際に、アグリゲートが特定のパフォーマンスサービスレベルをサポートする能力を確認し、その能力
に基づいてワークロードをプロビジョニングできます。アグリゲートを指定できるのは、API を使用してワー
クロードをプロビジョニングする場合に限られます。この機能は、Unified Manager の Web UI では利用でき
ません。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-

provider/aggregate-

capabilities

/storage-

provider/aggregate-

capabilities/{key}

Active IQ Unified Manager で API を使用してストレージ効率
化ポリシーを管理する

ストレージ プロバイダAPIを使用して、ストレージ効率化ポリシーを表示、作成、変
更、および削除できます。

次の点に注意してください。

• Unified Managerでワークロードを作成する際に、ストレージ効率ポリシーを割り当てるこ
とは必須ではありません。

• ポリシーが割り当てられたあとで、ワークロードからストレージ効率化ポリシーの割り当
てを解除することはできません。

• ワークロードに ONTAP ボリュームのストレージ設定（重複排除や圧縮など）が指定され
ている場合、それらの設定は、Unified Manager にストレージワークロードを追加する際に
適用するストレージ効率ポリシーで指定された設定によって上書きされることがありま
す。

ストレージ効率化ポリシーの表示

ストレージ ワークロードに割り当てる前にストレージ効率化ポリシーを表示するには、次のメソッドを使用
します。このAPIは、システム定義およびユーザ作成のすべてのストレージ効率化ポリシーを表示し、すべて
のストレージ効率化ポリシーの属性を取得します。特定のストレージ効率化ポリシーを照会するには、ポリシ
ーの一意のIDを入力して詳細を取得する必要があります。
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カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider GET /storage-provider/storage-

efficiency-policies

/storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}

ストレージ効率化ポリシーの追加

システム定義のポリシーがストレージ ワークロードのプロビジョニング要件を満たしていない場合は、次の
メソッドでカスタムのストレージ効率化ポリシーを作成し、ストレージ ワークロードに割り当てることがで
きます。作成するストレージ効率化ポリシーの詳細を入力パラメータとして指定します。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider POST /storage-provider/storage-

efficiency-policies

ストレージ効率化ポリシーの削除

特定のストレージ効率化ポリシーを削除するには、次のメソッドを使用します。ワークロードに割り当てられ
ている場合、または他に使用可能なストレージ効率化ポリシーがない場合、そのストレージ効率化ポリシーは
削除できません。特定のストレージ効率化ポリシーを削除するには、ストレージ効率化ポリシーの一意のIDを
入力パラメータとして指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider DELETE /storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}

ストレージ効率化ポリシーの変更

ストレージ効率化ポリシーを変更し、そのプロパティを更新するには、次のメソッドを使用します。システム
定義のストレージ効率化ポリシー、またはワークロードに割り当てられているストレージ効率化ポリシーは変
更できません。特定のストレージ効率化ポリシーを変更するには、ストレージ効率化ポリシーの一意のIDを指
定する必要があります。また、更新するプロパティとその値を指定する必要があります。

カテゴリ HTTP動詞 パス

storage-provider PATCH /storage-provider/storage-

efficiency-policies/{key}
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